
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 騨嚢鑼　　　　　　　　　　　　
囁
鑞 1；漂灘 諏1鑞 隷欝耀糠・ゆ 弊 蜘

…

韈灘糶辮羅聯
特集に よせ て

黒岩　常祥

　 1972年以来，筆者は真正粘菌，高等動植物を研究材料

に して， ミ トコ ン ドリア や葉緑体の分裂や遺伝の研究を

続 けてきたが，これ らの 生物 の オルガネ ラは細胞あた り

の 数が多 く，ラン ダム に分裂す るな ど詳細な解析が困難

となっ た．そ こ で，よ リシ ン ブル な生物を求め て 500 種

余 りを調 べ た結果 　高温強酸性 の 草津温泉に 棲息する原

始紅藻シ ア ニ ジ ウ ム類を使 っ た，しか し細胞壁が硬 く

DNA の抽出も容易で な か っ た．そ こ で 同じ仲間で さ ら に

小 さなイタ リア で発見 された   磁 伽 ∫6旗 侃 膨 γolα8 （略

称シ ゾン ）に注 目した，イ タリア の 採集旅行 の 最後 にナ

ポ ワ大の ピ ン ト教授か ら他 の シ ア ニ ジ ウム 類が混 じる シ

ゾン を得た．1994 年に は，照井祥子 らに より光の 明暗で

細胞分裂の 完全 同調培養が ・f能と な り，1995年に 戸田恭

子 ら に よ りシ ゾン が純化さ れた．細胞は直径 L5 μm ，真

核細垉が持 つ 基 本オル ガネラを最 少数含ん で い た．1998

年宮城島進也 らによ り葉緑体の 単雛が 1・∫能 とな り，2003

年葉緑体の 粗分裂装置が単離された．2006 年吉 M　M
−
！iら

に よ り葉緑体の 分裂装置 の 完全単離が，さ ら に 2009年に

は ミ トコ ン ドリア の 分裂装置 の単離が 叮能 とな っ た ．ま

た 1998年太田 に じらに よ リ ミ トコ ン ドリア，2003 年に

葉緑体の ゲ ノ ム の 全塩基配列が決定され，2004年に は松

崎素道らに より細胞核ゲ ノ ム の 99．98％，2007年には野

崎久義ら に よ り真核生物として は じめて 100％ の ゲ ノ ム

解読に成功 した．その 結果，全 4775 遺伝子 の ほ とん どに

イ ン 1・ロ ン がな く，ゲ ノム 構成が シ ン プ ル で ある こ とが

分か っ た ．2009 年藤原崇之 らに よ リマ イ ク ロ ア レイを

使 っ て細胞周期に お ける 全遺伝子の発現動態が解明され

た．ミ トコ ン ドリアや葉緑体の 分裂 ・増殖 に関わる研究

も ／999 〜2003年宮城 島ら に よ る葉緑体の分裂の 分子機

構や，2003〜 2（）08 年西 田敬 二 らに よる ミトコ ン ドリア

の 分裂の 分子機 構 の 解明が進 ん だ．こ れ ら の 研究 を飛躍

的に発展させ て い る の が，単離したオ ル ガネラや装置の

吉出 昌樹，嶋H 崇史ら に よ る MALDI 」TOF 　MS に よ る タ

ン パ ク質か らの 遺伝子同定である．2009年八木沢芙美 ら

はライソソ
ー

ム （液胞）の単離と構成全タ ン パ ク質と遺

伝干 の 全同定に 成功 し，藤原らはそ の 遺伝の 仕組 み を明

らか に し た．占田大和 らは 2009年，2010 年に オ ル ガネ

ラ分裂装置の 全タ ン パ ク質の同定に成功した．

　シ ゾン の 優れた特長 に も関わ らず，投稿論文の 審査が

厳 し くな り，酵母類 と同様 に，遺伝子破壊な ど機能解析

が要求され るようにな っ た．この 困難を 20〔〕8年に 田中寛

研究室の 人沼み お らが突破 口 を開 き，2009 〜2010 年 に

今村壮輔，！
T
，

’
　M 大和，藤原 らが，それぞれ の 研究 内容で

の 分了遺伝学的実験系の確立 に 成功し た．大沼 は 突然変

異体の凍結保存法に も成功して い る．　
・
方シ ゾ ン は高温

に 棲息す る 真核生物 として ゲ ノ ム の 完全解読が 終 了 した

唯
．・
の 生物 であ り，こ の 性質を利用 したタ ン パ ク質の結

晶化 ・構造生物学的研究 も進み，昨年 ノ
ーベ ル 賞を得た

：つ の 研究室を含む 吐界 70 ヶ 所 を超え る 研究機関で使

用 さ れ る に 至 っ た．ウイス コ ン シ ン 大で は，ヒ トが 600

の タ ン パ ク質や酵母，シ ロ イ ヌ ナズナな ど従来の モ デル

生物で は 20，30 の タ ン パ ク質，そして シ ゾン 類は 230 の

タ ン パ ク質が構造解析の 対象 とな っ て い る，また 2009年

廣岡俊亮 ，阪後 費之，三角修己 らに より，シ ゾン の 高温 ・

酸性な どに 耐性の遣伝子 を，高等植物に形質転換を行い ，

温暖化，酸性雨，金属イオ ン ，砂漠化などに 耐性の植物

の作出な どに成功し新産業へ の道が拓かれた．こ れまで

シ ゾ ン はそ の 特徴 を積 極的 に ア ピール され る こ と もな

か っ た が，本稿で も述べ られ て い る よ うに，今後，生命

科学の 発展に 計り知れな い 貢献 をす る と期待され て い

る．
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